


令和４年７月23日（土）～８月28日（日）

　恐竜は近年日本各地で化石が発見され注目が集まっていますが、これまで秋田県からは見つかったことはなく、

当館での恐竜に関する展示は自然展示室の可変展示コーナーで行ったことがあるだけです。この度、秋田テレビ様

から恐竜展を提案いただき大々的に開催することになりました。動く巨大ティラノサウルス、荒木一成氏のリアル

模型、亀井由美子氏のクラフト恐竜模型、写真撮影スポットになるトリックアートなどバラエティに富んでいまし

たが、当初の案では化石資料はわずかでした。実行委員会での協議で館蔵の恐竜やアンモナイトなどの化石を加

え、岩手県の恐竜化石と同時代の琥珀や植物化石を借用して展示することになりました。また、アロサウルスの大

腿骨やアンモナイトに触れていただくことにしていたのですが、新型コロナウィルスの流行のため取りやめまし

た。展示に加え、わくわくたんけん室では恐竜ＶＲ体験や化石探しなどのワークショップを開催するとともに、ロ

ビーの一角に恐竜関連グッズのショップを特設しました。

　夏休みの開催ということで、多くの家族連れで賑わいました。「料金が高い」などの厳しい意見もいただきまし

たが、「資料が近くて迫力があった」「子どもが動くティラノサウルスにクギ付けです」「いろんな恐竜を見られ

て楽しかった」「再入場可能なのがありがたかった」など満足された声も多く寄せられました。秋田市の小学校３

年の担任の先生からは「何人かの子どもたちが夏休みの絵日記に恐竜展のことを描いていました」と伺いました。

特に印象深かったのが、日を改めて２度入場された年配のご夫婦が「とても楽しくてまた来ました」とおっしゃっ

たことです。『恐竜』は子どものみならず多くの方々を魅了することを再確認しました。期間中、臨時開館日を２

日設け、のべ32,285名が入場しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （地質部門：大森　浩）

大恐竜展秋田実行委員会（ＡＫＴ秋田テレビ、秋田県立博物館）主　　催

株式会社マックエージェンシー企画協力

展示報告
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岩手県の恐竜化石コーナー トリックアートを楽しむ幼児たち

亀井由美子氏のクラフト恐竜 荒木一成氏のリアル模型

動くティラノサウルスロボット 骨格模型とリアルモニュメント

中生代の化石 ティラノサウルスの下顎と大腿骨
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◆展示概要
　大正後期から昭和初期にかけて活躍した郷土史家・深澤多市。その功績は、
秋田県関係の古書を整理してまとめた『秋田叢書』の公刊や、戦国時代に県南
地域を領知した小野寺氏の研究などで知られています。こうした活動の多くは
横手町助役など、官吏としての生活を送る中で行われました。また『秋田叢
書』には菅江真澄の著作が多数収録されています。それはその後の真澄研究の
進展に大きく寄与することにも繋がります。今回の企画展では多市の郷土研究
と真澄研究の足跡について、幼少期から多市が学んでいた漢詩文や、官吏時代
の人々との交流の様子なども交えながら、遺された多くの資料や刊行物などか
ら紹介しました。

◆展示構成
第１章　深澤多市の生涯
第２章 『秋田叢書』の出版
第３章　漢詩文の学び
第４章　官吏生活の中で
第５章　地域の研究
第６章　真澄全集編纂の試み

◆展示を終えて
・今回の展示は、令和２年に多市のご子孫から多くの資料を寄贈して

いただいたことに端を発します。これらの資料は多市の逝去後、夫
人から四代に亘って大切に保管されてきた資料です。こうした貴重
な資料を展示する機会を得ることができ、郷土の歴史を後世に守り
伝えることに情熱を注いだ深澤多市という人物の半生について、掘
り下げて紹介することができました。

・展示期間中、多くの方に足を運んでいただき、中には数時間かけて
一つ一つの資料を熱心に見て行かれる方もいました。特に多市の生
まれ故郷である美郷町や、助役を務めていた横手市などからは、地
元の史談会や研究会の方々が団体で来館されるなど、今なお郷里の
誇りとして敬われている多市の姿を改めて知ることができました。

・現在、真澄研究に携わる多くの方が用いているテキストは、昭和46年から刊行され始めた、未来社の『菅
江真澄全集』かと思います。そしてその底本の主となったのが『秋田叢書』でした。『秋田叢書』がなけ
れば、今日の真澄研究の発展はなかったことでしょう。そして、その刊行は、多くの苦労を伴いながら、
最終的には多市自身が私財を投げうってまで成した一大事業でした。改めて多市の努力に感服していま
す。

（真澄部門：角崎　大）

－郷土研究と真澄研究の偉業－

多市を模した中山人形(個人蔵)

「古人、吾を欺かず」の扁額(館蔵)

在りし日の多市の姿

秋田叢書の挿画に用いられた銅版
（秋田県立図書館蔵）

令和４年４月29日（金・祝）～７月３日（日）展示報告

深澤 多市
ふかさわ た いち

あき た そうしょ
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学 芸 ノ ー ト

　人形修理の始まりは昨年の「美の國の名残」展に出品した仏像や館収蔵の
八橋人形の傷み汚れを憂い、クリーニング、補修を行ったことによる。高じ
て県視覚支援学校が所蔵する「塙保己一像」、今春の展覧会に出品された
「深澤多市像」などの中山人形についても補修を行った。
　専門家による修復が後世行われることを期待して、原状回復が可能な方法で
取り組んだので、使用できる材料が限られる。農婦を模した「家路」は当館収
蔵以前から左腕が欠損しており、復元作業は難しいものになった。
　作業は湿らせた綿棒で表面の汚れを除去することから始めた。水干絵の具
の膠分が所々弱くなっており、色落ちする部分があり慎重に行う。欠損部分
は砥の粉に膠を混ぜ粘土状にしたもので充填した。左腕は充填用の砥の粉を
乾燥させて成型し、膠で接着する。充填、接着の際にはみ出した砥の粉はミ
ニルーターで研磨した。
　農婦は鍬を担いでいるため、柄を通す穴を手にあけなければならない。こ
の角度調整に苦労した。鍬はヒノキの木片と竹ひごで制作する。彩色は調色
した顔彩を薄く塗って仕上げている。膠を接着剤としているので、水を使え
ば充填部分、彩色部分は簡単に除去できるはずだ。
　まさか自分が人形の修理屋をすることになろうとは思いもしなかったが、
これも美術教師である性かも知れない。「鎌倉権五郎」の矢、「雪ん子」の
ホンデキ棒などの小道具の出来にもほくそ笑んでいた。展覧会の裏方仕事も
なかなか楽しいものなのである。

（工芸部門：山本　丈志）

人形の修理屋開業？

収蔵時の調書

補修後　家路

　秋田県立博物館は、秋田の自然や歴史について学ぶことができる総
合博物館として昭和50年５月に秋田市金足地区の県立小泉潟公園内に
開館しました。平成8年に「秋田の先覚記念室」と「菅江真澄資料セ
ンター」を増設し、さらに平成16年には「わくわくたんけん室」の新
設を含むリニューアルオープンを経て現在に至っています。
　こうした中、６月２日におかげさまで開館以来の入館者が400万人
に達し、記念のセレモニーを開催いたしました。400万人目の来館者
となられた方は、潟上市にお住まいの進藤さんご夫妻で、館からは記
念品として特別展のペアチケットとオリジナルグッズのセットを贈呈
いたしました。秋田市に住むお孫さんの家に向かう途中で当館に立ち
寄られた進藤さんは、「気軽に立ち寄れる博物館が近くにあるのはあ
りがたい」と笑顔で話されていました。記念撮影を行った後、小園館長が「400万人突破を励みに、さらに皆
様方が来てよかったな、楽しかったな、と思えるような博物館を目指していきたい」と挨拶を述べました。
　秋田県立博物館は令和７年に開館50周年の節目の年を迎えます。一層皆様にご満足いただけるよう職員一
同気持ちを新たに努力して参りますので、これからも引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

（普及・広報班：藤原　尚彦）
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学 芸 ノ ー ト

　「多門といえば、多聞櫓のことでしょう？」
　お城好きの方ならば、きっとこのように即答さ
れることでしょう。多聞（多門）櫓とは、（本丸
や二ノ丸などの）曲輪の外周に沿って、石垣や土
塁の上に築かれた長屋状の建造物のことです。と
ころが秋田藩においては、多聞櫓以外を示すと思
われる多門の用例を確認することができます。
　当館所蔵の守屋家資料の中にある、「秋田郡大
館御城絵図（以下、大館城図と略記）」がその一
例です。この絵図は、文政４年（1821）に幕府の
国目付へ提出する目的で作成されたものですが、
秋田藩の支城である大館城の全域が描かれると共
に、本丸から三ノ丸までの各曲輪の大きさや、堀
の長さ・幅などの詳細な情報が書き込まれていま
す。この絵図中の記事には、「一　多門七ツ」と
いう一つ書がありますが、絵図には多聞櫓は描か
れておらず、どこに築かれていたのか見当がつき
ません（図１）。
　実は同様の事例が、同年に同じ目的で作成され
た「出羽国秋田領横手城絵図（以下、横手城図と
略記）」にも見られます。横手城とは、大館城と
共に幕府から存続を許可された秋田藩の支城です
が、その横手城を描いた「横手城図」も、先ほど
の「大館城図」と概ね同じ様式で作成されていま
す。「横手城図」の記事の中には「一　多門拾
壱、柵門弐ツ」という文言がありますが、ここで
注目すべき点は、多門と柵門が同じ一つ書の中に
併記されている点です。「横手城図」を見ます
と、図２の通り神社の鳥居のような形態の門が
２ヶ所に描かれており、これが柵門を示します。
これに対し、屋根を葺いた門は横手城内の11ヶ所
に描かれており、「多門拾壱」の記載と一致しま
す。これを踏まえて改めて「大館城図」を見直す

２枚の城絵図に記された「多門」とは何か？

図１　「大館城図」（城郭を中心にトリミング）
一つ書の４箇条目（傍線部）に「多門七ツ」と書かれている。

図２　「横手城図」（部分図）
２種類の城門が描かれている。

た もんやぐら

やぐらもん

ねずみた もん

くる わ

と、７つの城門を確認することができ、「多門七
ツ」という記載と一致します。そもそも多聞櫓と
は、非常に高い防御力を有する建造物であり、通
常の櫓ですら築かれていなかった簡素な作りの大
館城や横手城に多数設置されていたとは思えませ
ん。従って、絵図に示された「多門」とは多聞櫓
ではなく、城門のことであると考えるべきでしょ
う。
　この点について『横手市史』通史編近世には、
「多聞櫓形式の城門」という見解が示されていま
す（同書P.119）。確かに、櫓門のことを多門と呼
んでいる事例は（石川県金沢城の鼠多門など）他
の地域でも確認できるのですが、多聞櫓形式の立
派な櫓門が横手城や大館城にこれほど多く設けら
れていたと見なすことには疑問を感じます。櫓門
だけではなく、屋根や扉を有する城門を総称して
多門と呼んでいたのではないでしょうか。ちなみ
に、秋田藩によって編纂された『国典類抄』を調
べてみても、天和２年（1682）の記事の中に、久
保田城の「曲輪之御門」を指し示すと思われる
「多門」の用例を確認することができます（『国
典類抄』第10巻、軍部全、P.14～15）。
　もっとも秋田藩においても、多聞櫓を意味する
多門の用例が散見されることは付け加えておきま
す（その場合は「多門長屋」と書かれていること
が多いです）。しかしその一方で、（柵門を除
く）城門一般のことを多門と呼んでいたと考えら
れる事例が、以上の通り何件か確認できるので
す。
　この文章をご覧の方々の中で、他藩の事例も含
めて、関連する情報をお持ちの方がいらっしゃい
ましたら、ぜひ当館までお知らせください。

（歴史部門：黒川　陽介）
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令和４年11月26日（土）～令和５年４月２日（日）展示予告

新着・収蔵資料展

　秋田臨海鉄道は、昭和46年（1971）から令和3年（2021）まで
秋田市の臨海工業地区で貨物輸送を行った鉄道です。運河沿い
にコンテナを連ねて列車が走る姿を見かけた人も多いことで
しょう。閉業に伴い、列車の部品や運行用具などが秋田臨海鉄
道株式会社から寄贈されました。今回が初展示となります。

展示品から 秋田臨海鉄道資料

ヘッドマーク「惜別」
令和３年３月、営業運行の最終週、
列車の先頭を飾ったヘッドマークです。

昭和47年の南線時刻表
開業翌年の時刻表で、輸送量がピーク
だった頃のものです。

DD56形ディーゼル機関車1号機　車番プレート
DD56形ディーゼル機関車は、国鉄のDD３形をもとに製造
された機関車で、昭和45年に納入され、翌年7月7日、臨海
鉄道南線の開業初日の初列車を牽引しました。
令和２年に廃車となり解体されました。

DD56形ディーゼル機関車　社章プレート
初代社長の小畑勇二郎県知事の発案により、車輪をモチーフ
に秋田臨海鉄道の頭文字「Ａ」をデザインしたものです。

　博物館では開館以来、収蔵品の収集を続けてお
り、収蔵品の総数は19万点を超えています。受け
入れた資料は、調査・研究によって価値や意義を
明らかにした上で、企画展や常設展で活用される
ことになりますが、あまり展示に向かない研究用
資料もありますし、その時の展示のテーマに沿っ
たものが優先的に展示されますので、ただちに全
部が公開されることにはなりません。しかし、

せっかく受け入れたものが長期間公開されないの
は、大変もったいないことですから、本展のよう
な新着・収蔵資料展で、速報的なお披露目の機会
を設けています。近年になって県博コレクション
の「仲間入り」を果たした品々、普段は収蔵庫に
眠っている「秘蔵っ子」が登場します。

（歴史部門：新掘　道生）
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